卒業論文，書式，見本 

第1章　卒業論文の書式

卒業論文の書き方の基本を，これを読みながら学んでいただきたい．なお，英語・英米文学専修の場合，手書きは認められず，ワープロを用いる．ここでは，Microsoft Wordを使うものとする．ほかのワープロの場合は，これに準ずる．また，これは卒業論文の書式で書かれているので参考にするとよい
．
「卒業論文」は文学部人間学科の必修科目であるため，書式の大枠は人間学科共通となる．英語・英米文学専修独自の項目もあるので，注意して読んでいただきたい．例えば，大枠は「論文の分量」があり，独自の項目は「手書きは不可」がある．
卒業論文の1ページの行数は，30行とする．「ページ設定」で変更する．行数以外は変更しない．つまり，「1行の文字数は40字，フォントはMS明朝，フォントのサイズは10.5ポイント，半角英数字のフォントはCentury」の部分は変えない．このように，1ページ30行で，14枚以上書かなければならない．
段落の開始は，日本語の場合，1字分の字下げをする．しかし，英語の場合は，半角スペース5個分とする．英語の引用が長くなる場合に注意が必要である．
「注」は，すでに付けられているように，「脚注」とし，「参考資料」の「脚注の挿入」を使って，そのページの下（脚）の部分に付ける．補足的な説明や，引用の出典などに用いるとよい．
参考文献一覧や文献目録は，卒業論文を執筆する際に用いた文献の一覧表である．著者の姓名の順に並べる．本文中の出典は簡略に記述して，詳しいことはこの文献目録を参照させる．英語の文献は英語で，日本語の文献は日本語で記述する．また，翻訳は，翻訳であることが分かるようにする．日本語への翻訳の場合，著者や書名・題名などは日本語で記述し，翻訳者の名前を付す．中島文雄訳など．詳しくは別紙参照のこと．
第2章　引用の仕方

短い引用ならば，本文の中で引用符を用い，その後に出典を付ける．出典は，脚注としてもよい．例えば，英語ならば，“Grammars in this first sense vary because the goals set for them vary.” (Greenbaum (1988: 20))，日本語ならば，カギかっこを用いて，「あらゆる様式の文章の美しさに敏感でありたいと思ひます」
，などとする．
文学作品からの長い引用は，次のように「引用の段落」を作る．「段落の書式」で左のインデントを5字とする．出典を忘れないように：

He stepped back a pace to allow Richards to survey him.  Richards adjusted the ruffle at the neck, and nodded his satisfaction.  “Commander Scott is waiting with your carriage, Your Excellency,” Richards said.

“Very good,” Sir James said, and then, moving slowly, feeling the twinge of pain in his left toe with each step, and already beginning to perspire in his heavy ornate doublet, the cosmetics running down the side of his face and ears, the Governor of Jamaica descended the stairs of the mansion to his coach.

引用の最初は字下げをしない．一つの引用中に複数の段落がある場合，2つ目から段落開始の字下げをする．字下げの大きさは，本文の時と同じで，英語は半角スペース5個分，日本語は全角1字分である．
第3章　終りに
本文のページが分かるように，本文のページのフッターにページ番号を入れる（「挿入」(「ページ番号」）．
表紙は，A4サイズのものをダウンロードして，用いる．
目次，本文，文献目録をプリントし，上の表紙とともに，厚紙のファイルで綴じる．普通の英語の本のように「左横綴じ」とする．
指導教員の指導を受けることが大切である．詳しくは，別紙を参照のこと．ご健闘を祈る
．
� 章の題はこのように中央揃えとする．


� 論文では「です・ます体」を使わないことに注意．


� 三島由紀夫，『文章讀本』8．


� Crichton, Pirate Latitudes 7.  


� 注の番号の位置は，英語の場合カンマ・ピリオドの右側に，また，日本語ではこのように句読点の左側とするとよい．
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